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佐白山石倉から望む日の出
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

笠
間
市
長

山
口

　
伸
樹

　

新
し
い
年
を
迎
え
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
被
害

に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
復
旧
・
復
興
に
向
け

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
本
年
の
抱
負
を
申
し
上

げ
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
笠
間
市
で
も
住

宅
や
民
間
の
建
物
、
公
共
施
設
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
等
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
市

で
は
震
災
直
後
か
ら
全
力
で
応
急
復
旧
に
努

め
、「
が
ん
ば
ろ
う　

か
さ
ま
」を
合
言
葉
に
、

職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
笠

間
市
民
体
育
館
、
友
部
公
民
館
体
育
室
、
ゆ

か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
一
部
の
施
設

を
除
き
、
ほ
ぼ
復
旧
を
終
え
、
順
次
本
格
復

旧
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、
大
規
模

な
災
害
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
市
内
６
箇
所

に
拠
点
避
難
所
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
地
域
の

支
え
あ
い
を
基
本
と
す
る
自
主
防
災
組
織
の

設
立
の
促
進
、
防
災
計
画
の
見
直
し
、
学
校

施
設
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の
耐
震

化
、
市
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
放
射

線
対
策
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

重
要
施
策
へ
の
取
り
組
み

　

今
年
の
経
済
状
況
を
見
通
し
ま
す
と
、
景

気
は
緩
や
か
な
が
ら
持
ち
直
す
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
電
力
供
給
の
制
約
や
歴
史
的
な
円

高
に
よ
る
国
内
産
業
の
空
洞
化
、
欧
州
債
務

危
機
に
よ
る
海
外
景
気
の
下
振
れ
懸
念
な
ど

に
よ
り
、
本
市
を
取
り
ま
く
財
政
の
状
況
は

大
変
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
昨
年
、
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、
今
後
６
年
間
の
改
革
方
針
を
定

め
ま
し
た
。
そ
の
指
針
を
基
に
更
に
行
財
政

改
革
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
か
ら

本
格
導
入
し
ま
し
た
行
政
評
価
外
部
評
価
な

ど
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
、
重
要
施
策

へ
の
予
算
の
重
点
的
配
分
な
ど
を
通
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
点
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
住
化
対

策
、
農
業
施
策
、
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
速
な

高
齢
化
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
い
う
人

口
構
造
の
変
化
の
中
、
市
で
は
、
６
年
前
の

合
併
時
と
比
べ
約
２
、４
０
０
人
の
人
口
が

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
少
子
化
対
策
、
住
宅

政
策
、
企
業
誘
致
な
ど
に
取
り
組
み
、
定
住

化
に
つ
な
が
る
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

観
光
行
政
を
中
心
に
交
流
人
口
の
拡
大
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
担
い
手
の
育
成
、
主
要
生
産
物

の
生
産
振
興
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
対
策
に
耕
作
放
棄
地
の

解
消
や
経
営
基
盤
の
強
化
、
専
業
農
家
へ
の

支
援
、
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
加
え
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
都
市
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実
や
政
策
医
療
の

実
施
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
、
市
立

病
院
の
充
実
な
ど
、
市
民
の
健
康
と
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
相
互
に
支
え
あ
い
、
健
康

な
生
活
を
送
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
安
心

と
安
全
が
確
立
さ
れ
た「
健
康
都
市
か
さ
ま
」

の
構
築
を
目
指
し
、
そ
の
都
市
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
行
く
運
動
の
確
た
る
理
念
と
し
て
、
今

年
３
月
に「
健
康
都
市
か
さ
ま
宣
言
」を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合

的
な
指
針
と
な
る
、
笠
間
市
総
合
計
画
の
折

り
返
し
の
年
と
な
る
た
め
、
現
在
、
前
期
計

画
を
検
証
し
た
う
え
で
、
新
た
に
健
康
都
市

づ
く
り
・
防
災
力
向
上
・
地
域
の
活
性
化
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
の
復
興
と
と
も
に
、
こ
の
新
た
な
計

画
を
実
行
に
移
し
、職
員
一
丸
と
な
っ
て「
み

ん
な
で
創
る　

文
化
交
流
都
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
１
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　市では、笠間市の魅力、良さを広く国内外に発信し、市のイメージアップや知名度の向上を図るため、「か
さま応援大使」制度を創設しました。
大使は、笠間市出身者や笠間市とゆかりがある各分野において活躍している方々です。今後、笠間市の魅
力を広くＰＲしていただきます。

笠間の魅力をPR

かさま応援大使を紹介します

　華道家。假屋崎省吾 花・ブー
ケ教室主宰。美輪明宏氏より「美
をつむぎ出す手を持つ人」と評
される。近年では着物のデザイ
ンおよびプロデュースをはじ
め、花と建造物のコラボレート
となる個展“歴史的建造物に挑
む”シリーズを開催。フランス 
パリのプティ・パレ宮殿に引き
続き、今年はヴァンセンヌの森
の中の「パリ花公園」にて個展
を開催するなど国際的にも高い
評価を得、幅広く活躍している。
　笠間市とは12年ほど前から縁
があり、毎年秋に開催される目
黒雅叙園百段階段での個展「華
道家 假屋崎省吾の世界」では、
笠間の菊がふんだんに使われて
いる。また、笠間の菊まつり記
念イベント開催のため、毎年、
笠間を訪れている。

　競歩選手。笠間市出身、地元
の小・中学校を経て下館第二高
等学校に進学し、陸上部に入部。
初めは800ｍや3000ｍだった
が、２年生の時に顧問の先生か
ら勧められ競歩を始める。卒業
後、海老澤製作所（筑西市）に
就職、平成20年12月に富士通
に移籍した。この間、オリンピッ
クや世界陸上に出場するなど世
界を舞台に活躍している。
◆主な戦績
平成15年～17年
　日本選手権女子20ｋｍ
　競歩3連覇
平成16年
　アテネオリンピック
　女子20ｋｍ競歩代表
平成20年
　北京オリンピック
　女子20ｋｍ競歩代表

　株式会社日動画廊代表取締役
副社長。フランス政府より、
1979年アール・エ・レトュル・
シュヴァリエ勲章、1995年レ
ジオン・ドヌール・シュヴァリ
エ勲章、2009年レジオン・ド
ヌール・オフィシエ勲章を受章。
夫の長谷川徳七氏（日動画廊社
長）とともに、フランス美術を
印象派から近代、現代美術に至
るまで日本に広く紹介し、国内
多数の美術館のコレクション形
成に貢献した。
　著書は、美術入門書をはじめ
として、「素顔の巨匠たち」「女
だから、女だてらに」など多数。
芸術の香る街・笠間と言われる
所以のひとつとなっている笠間
日動美術館は、年に数回行われ
る企画展のほか、常設展では美
術館所蔵の名品の数々が展示さ
れている。

　長谷川さんへのかさま応援大使
委嘱状の交付は、1月12日東京銀座
の日動画廊本店で行なう予定です。

川﨑　真裕美さん
かわ さき　　　ま 　ゆ　 み　

長谷川　智恵子さん

假屋崎　省吾さん
かり  や  ざき　　 しょうご

は　せ   がわ　　  ち　 え　 こ

笠間の菊まつり記念イベントにて

かさま陶芸の里マラソン大会にて
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こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
が
市
民
等
の
生
活
お
よ
び
事
業
活
動

に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
市
か
ら
の
暴

力
団
の
排
除
に
関
し
て
基
本
理
念
を
定
め
、
市
と
市
民
等
の
責

務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安
全
で
平
穏
な
生
活

の
確
保
と
社
会
経
済
の
健
全
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

４月１日
施　　行 笠間市暴力団排除条例を制定

●暴力団を恐れない
●暴力団に資金を提供しない
●暴力団を利用しない

条例の基本理念

市
の
責
務
（
第
４
条
）

　

市
民
等
、
関
係
機
関
お
よ
び
関

係
団
体
と
相
互
に
連
携
協
力
し

て
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

市
民
等
の
責
務
（
第
５
条
）

　

市
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
不
当
な
要
求
に
応
じ
な
い

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
暴
力
団

の
排
除
に
関
す
る
情
報
を
、
市
お

よ
び
警
察
署
に
提
供
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

市
民
等
に
対
す
る
支
援
等

（
第
８
条
）

　

市
は
、
市
民
等
が
自
主
的
に
行

う
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
情
報
の

提
供
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
必
要

な
支
援
を
し
ま
す
。

青
少
年
に
対
す
る
教
育（
第
11
条
）

　

中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
が
暴

力
団
の
排
除
の
重
要
性
を
認
識

し
、
暴
力
団
に
加
入
し
た
り
、
暴

力
団
員
に
よ
る
犯
罪
の
被
害
を
受

け
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

威
力
利
用
、
利
益
供
与
の
禁
止

（
第
12
・
13
条
）

　

債
権
の
回
収
や
紛
争
の
解
決
等

に
関
し
て
、
暴
力
団
の
威
力
を
利

用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

暴
力
団
に
利
益
の
供
与
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課

　
（
内
線　

１
３
４
）

暴
力
団
排
除
条
例
の

主
な
内
容

市

警察 市民等
（市民･事業者）

広報・啓発などの
情報提供

暴力団排除のための
協力・相談・情報提供

支援（助言・警戒活動）

相談・情報提供

連携・情報提供
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節電レベル 必要な行動 節電予報の発信

レベル１
電力需要が
90％未満

日常的な省エネ行動を継続してください。 節電予報は、発信しません。

レベル２

電力需要が
90％以上

可能な節電行動の実施をお願いします。
使用する部屋以外の照明を消灯する。電気ポット
（沸騰機能）や電子レンジの使用をなるべく控え
るなど。
※身体、生命や財産に関わる家電等については、
健康状態等に配慮した無理のない範囲での節電
にご協力ください。

「かさめ～る」に登録された携帯電話などへ
情報を発信します。

レベル３

電力需要が
97％以上

可能な節電行動の一層の実施をお願いします。
不要不急の家電等の使用を控える。暖房する部屋
をできる限り減らす。コンセントを抜けるものは
抜くなど。
※身体、生命や財産に関わる家電等については、
健康状態等に配慮した無理のない範囲での節電
にご協力ください。

「かさめ～る」に登録された携帯電話などの
ほか、「防災無線」により情報を発信します。

（発信内容　例）※緊急の節電行動要請
本日の▲時頃から■時頃まで、電力需要が非常に高
くなることが予想されます。停電回避のために、可
能な節電対策の実施をお願いします。

（発信内容　例）※可能な節電行動要請
本日の▲時頃から■時頃まで、電力需要が高くなる
ことが予想されます。無理のない範囲での節電を心
がけてください。

　（独）科学技術振興機構低炭素社会戦略センターと笠間市をはじめとした有志自治体等が連携し、各
家庭における最適な節電行動の呼びかけを行い、電力ピークを抑える活動を展開しています。
　この行動は、国などと協調して、電力不足が予想される時刻などの予報を市民の皆さんにお知らせす
ることにより、適切な節電行動の呼びかけを行うものです。
　情報提供の方法は、基本的に、「かさめ～る」にご登録いただいた皆さんの携帯電話などに情報を送
信します（市ホームページに同様の情報を掲載します。また、緊急時（レベル３）には、防災無線など
でも情報を提供します。）ので、「かさめ～る」へのご登録および予報に基づく適切な節電行動をお願い
します。

ご参加くだ
さい！

節電呼びかけ（緊急停電予防）システム

この情報は、市ホームページへの掲載のほか、「かさめ～る」にご登録いただいた皆さんに
送信しますので、ぜひ、ご登録をお願いします。
【問合せ】企画政策課　内線 212

モバイルサイトQRコード

【節電呼びかけシステムの概要】

　節電レベルは、低炭素社会戦略センターにおいて、国・電力
会社との協力の下で、過去の電力需給データや気象予報データ
などを活用して、翌日の電力供給の余力（東京電力が供給でき
る量と管内で使われる量の比較）を推測するものです。
　その状況に応じて、レベル１から３に区分した上で、節電予
報として皆さんに発信します。市民の皆さんに発信する時間帯
は、基本的に当日の朝に送信します（電力需要の状況に応じ
て、随時、発信する場合があります）。

　電力需給データ、気象予報データなど
から、各家庭における節電の必要度の予
測、節電レベルの設定を行い、笠間市に
「節電予報」を送信します。

科学技術振興機構
低炭素社会戦略センター

笠間市役所

各家庭

国
協力

節電レベル２です

節電レベル３です

節電予報

節電予報

　送信されたデータを、ご登録いただい
た市民の皆さんの携帯電話などの端末に
送信します。

　節電予報に基づき、各家庭に
おいて節電行動を実施します。
　レベル2・レベル3に該当し
た時に通報します。
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国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
の
共
催
で
行
わ
れ
た
「
中
学
生

の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
で
次

の
方
が
各
賞
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
申
告
制
度
の
普
及
発
展
お

よ
び
納
税
意
識
の
高
揚
に
功
績
の

あ
っ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀

賞◆
長な
が

峰み
ね

美み

咲さ
き

さ
ん
（
友
部
中
２
年
）

「
大
切
な
税
金
」

水
戸
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協

議
会
長
賞

◆
堀ほ
り

内う
ち

陽よ
う

太た

さ
ん
（
友
部
中
２
年
）

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

水
戸
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞

◆
井い
の

上う
え

岳や
ま
と士
さ
ん（
友
部
二
中
２
年
）

「
税
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

◆
植う
え

木き

満ま

里り

恵え

さ
ん（
笠
間
中
１
年
）

「
税
金
に
つ
い
て
」

関
東
信
越
国
税
局
長
表
彰　

◆
岡お
か

村む
ら　

浩
さ
ん
（
下
郷
）

　
社
団
法
人
茨
城
県
法
人
会
連
合
会
理
事

　
公
益
社
団
法
人
水
戸
法
人
会 

副
会
長

水
戸
税
務
署
長
表
彰

◆
笹さ
さ

目め

信し
ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
（
笠
間
）

　
茨
城
県
酒
造
組
合
水
戸
支
部　

理
事

◆
仙せ
ん

波ば

郁い
く

雄お

さ
ん
（
笠
間
）

　
公
益
社
団
法
人
水
戸
法
人
会　

理
事

平
成
23
年
度

水
戸
税
務
署
長
表
彰
等

平
成
23
年
度

税
に
つ
い
て
の
作
文
表
彰

ひ
ろ
し

　

友
部
小
学
校
の
児
童
で
活
動
し

て
い
る
金
管
バ
ン
ド
と
市
内
外
の

十
数
名
の
児
童
が
合
体
し
、
平
成

22
年
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
笠
間
市
ジ
ュ
ニ

ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ドinfinity

は
、
団
長
の
山や

ま

内う
ち

和か
ず

幸ゆ
き

さ
ん
の
指

導
の
下
、
小
学
１
年
〜
６
年
生
の

児
童
42
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、

管
楽
器
、
打
楽
器
を
中
心
と

し
た
編
成
に
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

が
華
を
添
え
、
主
に
隊
列
を

組
ん
で
歩
き
な
が
ら
演
奏
す

る
楽
団
の
こ
と
で
す
。
笠
間

市
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ドinfinity

は
、
夏
休
み

も
暑
い
中
一
生
懸
命
練
習
に

取
り
組
み
、
８
月
18
日
ひ
た

ち
な
か
市
で
行
わ
れ
た
マ
ー

チ
ン
グ
県
大
会
で
金
賞
に
輝

い
た
の
に
続
き
、
11
月
13
日

さ
い
た
ま
市
で
行
わ
れ
た
第

46
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関

東
大
会
で
も
金
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
12
月
17
日

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
た
第
39
回
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
で

は
、
目
標
と
し
て
い
た
金
賞
（
全

国
第
四
位
）
を
見
事
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

練
習
日
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日

で
、
他
校
か
ら
の
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
友

部
小
学
校
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

第46回マーチングバンド・バトントワーリング関東大会にて

笠
間
市
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

infinity

が
全
国
大
会
出
場

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

「かさま環境フォーラム 2012」を開催します
　市民一人ひとりが自分の身の回りの環境を意識し、笠間市の豊かな自然環境を次世代へと継承していく
ために、市民と行政の協働で「かさま環境フォーラム2012」を開催します。

日　時　２月18日（土）
　　　　開場 午後0時30分　　開会 午後1時
会　場　笠間公民館　大ホール
内　容
　○環境に関するパネル展示
　　（12：00～16：00）
　○基調講演（14：30～16：00）
　　　講師　木

き

原
はら

　実
みのる

さん
　　　（日本テレビ「News every」
　　　　お天気コーナー担当）
　　　テーマ「これからの環境問題を考える」

　　　　○環境に関する取組みの発表
　　　　（13：10～14：10）

〔NPO法人　ノースマーク、笠間市岩
間環境美化推進協議会〕

定　員　500名
入場料　無料
＊参加を希望される方は、２月10日（金）まで
に電話またはＦＡＸでお申し込みください。

＊駐車台数には限りがありますので乗りあわせ
でご来場ください。

問合せ・申込み　環境保全課　内線125
　　　　　　　　FAX：0296－77－1390木原　実さん
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か
さ
ま
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
19
日（
土
）、友
部
公
民
館
に
お
い
て
、

家
庭
・
職
場
・
学
校
・
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
「
か
さ
ま
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
茨
城
県
立
友
部
高
等
学

校
演
劇
部
に
よ
る
「
お
父
さ
ん
の
地
域
デ

ビ
ュ
ー
」
の
上
演
、
男
女
共
同
参
画
推
進
作

品
の
表
彰
式
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者

の
認
定
式
、
そ
し
て
、
落
語
家
の
林
家
花
丸

さ
ん
を
迎
え
て
『「
男
女
共
同
参
画
」
前
向

き
に
ま
る
く
考
え
る
』
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

友
部
高
校
の
劇
は
、
退
職
前
後
の
お
父
さ

ん
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
身
近
で
実

際
に
あ
る
話
を
わ
か
り
や
す
く
構
成
し
、
男

性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
に
視
点
を
当

て
た
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
林
家
花
丸
さ
ん

の
講
演
で
は
、
落
語
の
世
界
を
例
に
挙
げ
、

巧
み
な
話
術
で
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
い
表

現
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
」

が
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
言
葉
に
参
加

者
は
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
か
ら
作
文
を
、
高
校
生
以
上

か
ら
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
作
文
は
小

学
生
の
部
に
１
０
７
点
、
中
学
生
の
部
に

１
１
２
点
、
標
語
は
２
０
７
点
と
い
う
多
く

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら

作
文
の
部
で
は
小
・
中
学
生
か
ら
各
々
12
点
、

標
語
の
部
で
は
10
点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し

た
。
作
文
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
箱

田
小
学
校
の
谷
田
部
龍
さ
ん
、
笠
間
中
学
校

の
栗
橋
尚
也
さ
ん
、
そ
し
て
標
語
の
部
で
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
大
塚
綾
女
さ
ん
が
作
品

の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

　

男
女
の
格
差
解
消
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
３
事
業
者
を
新
た
に
笠
間
市

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

株
式
会
社
ヤ
ナ
カ

所
在
地　

笠
間
市
八
雲
二
丁
目
11
番
35
号

業　

種　

製
造
業（
精
密
機
械
部
品
の
製
造
）

主
な
取
組
内
容

○
人
事
評
価
基
準
に
よ
る
公
正
な
人
事
評
価

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
や
資
格
取

得
に
対
す
る
支
援

○
出
産
費
用
補
助
な
ど
経
済
的
支
援

橋
本
精
密
工
業
株
式
会
社

所
在
地　

笠
間
市
安
居
３
１
２
２
番
地

業　

種　

製
造
業（
精
密
機
械
部
品
の
製
造
）

主
な
取
組
内
容

○
女
性
の
役
職
登
用

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
や
資
格
取

得
に
対
す
る
支
援

○
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
解
消
の

取
組
み

関
東
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
工
業
株
式
会

社所
在
地　

笠
間
市
北
吉
原
２
８
７
番
地

業　

種　

製
造
業（
ユ
ニ
ッ
ト
住
宅
の
製
造
）

主
な
取
組
内
容

○
人
事
評
価
制
度
に
基
づ
く
昇
進
・
昇
格

○
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
相
談
窓
口
の
設

置
○
資
格
取
得
の
奨
励
推
進
（
資
格
取
得
祝
い

金
制
度
）

【
平
成
22
年
度
ま
で
に
認
定
し
た
事
業
者
】

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）
イ
オ
ン
笠
間
店
、

（
株
）
カ
ス
ミ
笠
間
店
、
茨
城
県
信
用
組
合

友
部
支
店
、ア
イ
・
エ
ヌ
・
エ
ス
（
株
）、（
有
）

ナ
ガ
タ
フ
ー
ズ
、キ
ヤ
ノ
ン
モ
ー
ル
ド（
株
）、

（
株
）
宍
戸
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
不
二
製

油（
株
）関
東
工
場
、昭
和
造
園
土
木（
株
）、

（
株
）
新
茨
中
、（
株
）
小
田
喜
商
店
、
キ
ャ

ニ
ヨ
ン
（
株
）
茨
城
工
場
の
12
事
業
者

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
表
彰
式

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
認
定
式

シンボルマーク

友部高校演劇部のみなさん

や　

た　

べ
り
ゅ
う

く
り
は
し
な
お 

や

お
お
つ
か
あ
や
め　



市
政
懇
談
会

報
　
　
　
告

創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました

すべて国産品!!
変わった表も多数
取り揃えております。

笠間市小原1216 TEL.0296-77-7845

見 積 り 無 料

H22年１月
オープン!!畳工房ニタイラ

・畳表替え………
・襖張替え………
・障子張替え（大）
・アミ戸張替え（大）

3,900円～
2,800円～
1,780円～
2,100円～

明けましておめでとうございます。
今年もよろしくおねがいします。

10%OFF全品
二周年記念セール

3月末まで
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緊
急
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

Q 
市
で
は
緊
急
時
に
必
要
と
な

る
井
戸
の
把
握
は
し
て
い
る
の

か
。

A 
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
地
域

は
、
使
え
る
井
戸
や
壊
れ
や
す
い

塀
な
ど
の
地
図
を
作
っ
て
、
地
域

の
方
に
配
っ
て
い
ま
し
た
。
自
主

防
災
組
織
が
な
い
と
こ
ろ
は
、
今

後
、
組
織
し
て
い
た
だ
い
て
、
地

域
で
井
戸
の
管
理
な
ど
を
お
願
い

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
震
災
を
受
け
て
、
市
で

は
災
害
時
の
拠
点
避
難
所
を
友
部

地
区
で
２
か
所
、
笠
間
地
区
で
３

か
所
、
岩
間
地
区
で
１
か
所
設
定

し
ま
し
た
。
拠
点
避
難
所
に
は
、

発
電
機
と
投
光
機
を
配
備
、
井
戸

を
整
備
し
、
食
料
品
の
備
蓄
を
行

い
ま
す
。

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

Q 
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
話
合

い
が
進
ん
で
い
る
か
と
思
う
。
市

で
は
い
つ
ご
ろ
統
廃
合
を
実
施
す

る
予
定
な
の
か
。

A 
平
成
22
年
度
に
、
学
校
の
適

正
規
模
を
決
め
る
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
、
小
学
校
で
は
１
学
年

２
学
級
か
ら
３
学
級
、
中
学
校
で

は
３
学
級
以
上
が
学
校
の
規
模
と

し
て
は
適
正
で
は
な
い
か
、
と
い

う
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

小
中
学
校
を
適
正
に
配
置
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
小
中
学

校
学
区
審
議
会
で
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
そ
の
審

議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ
き
、
教

育
委
員
会
が
方
針
を
決
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

統
廃
合
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
そ
こ
ま
で
話
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
た

だ
、
決
定
後
早
急
に
実
施
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

防
災
計
画
に
つ
い
て

Q 
今
後
の
防
災
計
画
で
笠
間
市

が
重
点
を
お
い
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
は
な
に
か
。

A 
一
つ
は
、
情
報
の
伝
達
を
ど

う
す
る
か
で
す
。
今
回
の
震
災

で
、
防
災
無
線
が
聞
き
に
く
い
と

い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
情
報
伝
達
を
ど
う
す
る
か

が
課
題
で
す
。

　

次
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応
が

あ
り
ま
す
。
茨
城
県
に
は
、
東
海

村
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
り
、
笠

間
市
は
30
㎞
圏
内
に
入
り
ま
す
の

で
、
原
子
力
発
電
所
に
何
か
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
を
防
災
計

画
に
は
盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宍
戸
駅
踏
切
の
歩
道
設
置
に
つ
い

てQ 
宍
戸
駅
の
石
岡
街
道
踏
切

は
、
大
田
町
地
区
と
平
町
地
区
を

結
ぶ
幹
線
道
路
に
あ
り
、
朝
夕
の

車
の
行
き
来
が
多
い
上
に
、
小
中

学
生
の
通
学
路
な
の
で
歩
道
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

A 
こ
の
踏
切
は
、
国
道
３
５
５

号
と
市
道
の
両
方
で
認
定
に
な
っ

て
お
り
、
県
と
の
調
整
が
必
要
で

す
の
で
早
急
に
話
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

踏
切
の
整
備
は
重
要
で
、
市
内

に
は
、
同
様
の
課
題
を
持
つ
踏
切

が
あ
り
ま
す
の
で
、
整
理
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
宕
山
の
整
備
に
つ
い
て

Q 
愛
宕
山
は
岩
間
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
合
併
前
、

観
光
な
ど
の
活
性
化
の
た
め
、
何

十
億
を
か
け
て
整
備
し
た
。
今
後

も
観
光
の
目
玉
と
し
て
き
ち
ん
と

維
持
管
理
し
て
ほ
し
い
。

A 
愛
宕
山
は
、
笠
間
市
の
観
光

の
名
所
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
ま
す
。
現
状
を
早
急
に
調

べ
て
危
険
な
と
こ
ろ
は
修
復
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
の
利
用
者
も

徐
々
に
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

岩
間
駅
東
大
通
り
線
に
つ
い
て

Q 
岩
間
駅
東
側
の
道
路
が
整
備

さ
れ
た
が
、
今
後
、
国
道
３
５
５

号
バ
イ
パ
ス
に
つ
な
げ
る
構
想
は

あ
る
の
か
。

A 
現
在
、
用
地
買
収
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
国
道

３
５
５
バ
イ
パ
ス
へ
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
道
３
５
５

号
と
岩
間
駅
を
直
結
す
る
道
路
な

の
で
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
立
病
院
に
つ
い
て

Q 
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
育

て
ら
れ
る
環
境
整
備
が
行
政
の
課

題
だ
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
点
で

市
立
病
院
に
産
婦
人
科
を
設
け
て

ほ
し
い
。

　

昨
年
６
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
市
民
と
団
体
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
て
開
催
し
た
市
政
懇
談
会

『
市
長
と
語
ろ
う
！
笠
間
タ
ウ
ン

ト
ー
キ
ン
グ
』
の
開
催
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
笠
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



「笠間市民」結婚応援 カップリングパーティー開催
女子必見

「チョコを作ってチャペルでチョコっと告白」

バレンタイン！
カップリングパーティ　　　　　笠間市民の皆様へ

・笠間市に感謝をこめてこれからも
　ご愛顧賜ります様お願い申し上げます。

●衣裳何着でも50%OFF
●ご両家にモーニング＆留袖各１着レンタル無料サービス

※当館で結婚式を挙げられる方※笠間市に在住の方
※他のプランとの併用はできません。

●2月11日㈯PM7:00～9:00（PM6:30集合）
●男女各20名、年齢45歳位まで
（開催可能人数に満たない場合は中止となる場合がございます。）
●料金　男性5,000円、女性2,000円
●場所　パークスガーデンプレイス
●後援　笠間市

ーその他特典をご用意（詳しくはお問合せ下さい）ー

特　典

パークスガーデンプレイス 検索結婚式場パークスガーデンプレイス（旧友部グリーンビュー） 〒309-1717 茨城県笠間市旭町305 ℡0296-78-1122

●●結婚相談所●●

縁結びご相談賜ります。
入会金・年会費無料。
身上書をご持参ください。
個人情報厳守いたします。
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A 
若
い
人
た
ち
を
地
域
に
足
止

め
す
る
た
め
に
は
、
医
療
体
制
の

充
実
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現

実
的
に
医
師
の
確
保
は
、
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て

も
、
広
報
や
紹
介
、
全
国
自
治
体

病
院
の
協
議
会
で
医
師
の
募
集
な

ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。
引

き
続
き
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
使
っ

て
、
産
婦
人
科
を
含
め
た
医
師
の

確
保
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

道
路
法
面
の
草
刈
り
に
つ
い
て

Q 
地
元
で
、
道
路
の
法
面
の
草

刈
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
急
斜
面
で

危
険
な
の
で
、
市
で
対
応
し
て
ほ

し
い
。

A 
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
で
も
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
危
険
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
市
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の
里
親
制

度
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
新
し
い
道
路
を
造
る

と
い
う
よ
り
も
、
造
っ
た
道
路
の

維
持
管
理
に
予
算
の
方
向
転
換
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笠
間
発
見
伝
に
つ
い
て

Q 
笠
間
は
人
口
が
減
っ
て
い
る

が
、
観
光
客
を
呼
び
こ
め
ば
活
性

化
し
て
く
る
と
思
う
。
笠
間
発
見

伝
を
企
画
し
た
こ
と
で
ど
れ
く
ら

い
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

A 
笠
間
発
見
伝
は
、
笠
間
観
光

協
会
が
旅
行
業
登
録
を
行
い
、
市

と
一
体
と
な
っ
て
日
帰
り
の
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
も
の
で

す
。
観
光
協
会
が
旅
行
業
登
録
を

し
て
い
る
の
は
笠
間
だ
け
な
の

で
、
先
進
的
な
も
の
で
す
。
統
計

を
と
り
ま
し
た
が
、
笠
間
発
見
伝

を
利
用
し
、
笠
間
を
訪
れ
る
方
は

増
え
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て

Q 
地
元
で
の
雇
用
が
少
な
く
、

就
職
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い

る
。
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
市
で

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A 
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
他
市
町

村
と
比
べ
て
観
光
は
優
れ
て
い
る

部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
雇
用
や
企
業
活
動
は
、
他

の
市
町
村
よ
り
数
値
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
す
ぐ
に
企
業
誘
致
で

き
る
土
地
は
、
市
の
所
有
す
る
土

地
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
が

所
有
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
、
茨
城

中
央
工
業
団
地
笠
間
地
区
に
約

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

市
が
今
か
ら
工
業
団
地
を
つ
く
っ

て
誘
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
リ
ス

ク
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ

り
は
、
既
存
の
工
業
団
地
に
市
が

県
と
協
力
し
て
誘
致
を
図
っ
た
方

が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
対
策
や
婚
活
支
援

施
策
に
つ
い
て

Q 
市
で
は
、
人
口
を
増
や
す
た

め
の
方
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
で
は
、
婚
活
支
援
の
施

策
を
し
て
い
る
の
か
。

A 
笠
間
市
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時

か
ら
約
２
、
０
０
０
人
減
っ
て
お

り
、
笠
間
地
区
の
減
少
が
一
番
大

き
い
で
す
。
減
少
の
主
な
理
由

は
、
出
生
と
死
亡
の
差
で
自
然
動

態
に
よ
る
減
で
す
。
ま
た
、
進
学

等
の
た
め
市
外
に
出
た
学
生
が
笠

間
に
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
減
少

の
一
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
何
と
か
人
口
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
来
年

か
ら
本
格
的
に
定
住
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
全
国
で
人

口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
定
住
化

対
策
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
、
議

論
の
最
中
で
す
が
、
友
部
地
区

は
、
新
し
い
住
宅
地
な
ど
が
増

え
、
人
口
も
増
え
て
き
て
い
る
の

で
住
環
境
の
整
備
な
ど
を
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

婚
活
支
援
は
、
Ｊ
Ａ
や
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
好
き
か
さ
ま
結

ネ
ッ
ト
等
の
団
体
が
、
お
見
合
い

パ
ー
テ
ィ
を
年
３
回
程
度
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
（
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
入
会

費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
つ
い
て

Q 
今
回
の
震
災
で
は
、
自
主
防

災
組
織
が
機
能
し
た
と
こ
ろ
と
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
自

主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

A 
だ
い
ぶ
以
前
に
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
た
地
域
は
、
自
主

防
災
組
織
に
対
し
て
の
意
識
が
薄

れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。
震
災
の
直
前

に
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
は
、
機
能

を
十
分
に
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織

の
横
の
連
携
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
代

表
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
連

絡
協
議
会
を
つ
く
り
、
専
門
家
を

呼
ん
で
講
演
会
を
開
く
な
ど
、
常

に
意
識
付
け
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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■日　時　平成24年１月26日（木）
　　　　　午後０時50分～　　　受付開始
　　　　　午後１時～　　　　　入札についての説明
　　　　　午後１時20分～２時　入札
■場　所　笠間市役所本所　２階大会議室
■公売対象財産
　①売却区分番号「23－1」 ②売却区分番号「23－2」
　　所　在　　　笠間市笠間字堀込 　所　在　　　笠間市市野谷字二子塚
　　地　番　　　2549番1 　地　番　　　1522番63
　　地　目　　　宅地 　地　目　　　宅地
　　地　積　　　303.77㎡ 　地　積　　　186.12㎡
　　見積価額　　2,350,000円 　見積価額　　2,300,000円
　　公売保証金　   240,000円 　公売保証金　   230,000円
※中止になる場合があります。
■問合せ　税務課　納税等特別対策室　内線118

と　　　き　２月５日（日）　午前10時～午後４時
と　こ　ろ　友部公民館　２階大会議室
相談担当者　民事・家事調停委員
　　　　　　●弁護士　●税理士　●土地家屋調査士など
　　　　　　※関係書類があれば持参してください。
問　合　せ　水戸調停協会
　　　　　　℡029－224－8270

　笠間市では、一般の方も参加できる入札により、不動産を公売します。
　詳しい内容は、笠間市ホームページでご確認いただくか、税務課納税等特別対策室にご連絡いただけれ
ば「公売参加のご案内」を郵送します。

　調停は、話し合いで円満な解決を図る手続きです。裁判所の調停委員会のあっせんにより、紛争を話し
合いで適切に解決しようとする制度で、合意した内容は裁判と同様の効力があります。
　水戸調停協会では、無料で調停相談会を実施しますので困りごとがある方は、ぜひ、この機会にご相談
ください。秘密は厳守します。また、事前予約は必要ありません
ので、直接会場にお出かけください。

「公売」とは、
　笠間市が市税等の滞納処分として差し押さえ
た不動産・動産などの財産を国税徴収法等の規
定に基づき「入札」または「せり売り」の方法
により売却して市税等にあてるものです。

笠間市不動産公売のご案内
不動産公売に参加してみませんか！

調停相談会のお知らせ

無料相談会困りごと
なんでも



広告
【
み
ん
な
に
優
し
い
保
険
】

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
の
８
月
に
伊
勢
甚
友
部
ス
ク
エ
ア

に
保
険
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
、は
や
５
カ

月
。笠
間
市
、茨
城
町
の
皆
様
を
は
じ
め
遠

方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
相
談
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
か

り
し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ス
タ
ッ
フ一同
、皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
全
力
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、寒
さ
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は「
引
受
基
準
緩
和
型
保
険
」の
ご
案

内
で
す
。持
病
を
お
持
ち
の
方
や
お
薬
を
飲

ま
れ
て
い
て
保
険
の
加
入
を
断
ら
れ
た
方
、

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
は
観
た
け
れ
ど
ホ
ン
ト
に
持
病
が

あ
っ
て
も
入
れ
る
の
？
保
険
料
は
い
く
ら
な

の
？
な
ど
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
け
れ
ど・・・

と
迷
っ
て
い
た
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。当
店
で
は
健
康
に
不
安
の
あ
る
方

で
も
告
知
項
目
を
簡
素
化
し
て
引
受
け
を

緩
和
し
て
い
る「
引
受
基
準
緩
和
型
保
険
」

を
複
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん

ご
契
約
後
に
現
在
の
病

気
が
再
発
・
悪
化
し
た

場
合
の
入
院
や
手
術
も

給
付
金
は
受
取
れ
る
の

で
安
心
で
す
。健
康
に

不
安
が
あ
る
方
に
と
っ

て
加
入
の
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
は
嬉
し
い
事

で
す
よ
ね
。１
月
31
日

ま
で
に「
広
報
か
さ
ま
」

を
見
た
と
予
約
す
る
と

来
店
相
談
料
が
無
料

に
。２
回
目
以
降
の
相

談
も
無
料
で
す
！（
通
常

３
、１
５
０
円
）

〒309-1716　笠間市住吉１３６４－１
ご相談予約・お問合せは

　　0120-65-0121
営業時間　10:00～20:00

保険クリニック
友部スクエア店 ®
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■
組
手
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

小お

瀬せ　

風ふ
う

花か（
友
心
会
）

準
優
勝　

二に

階か
い

堂ど
う

佳よ
し

哉や（
友
心
会
）

第
３
位　

悉し
つ

知ち　

恒こ
う

希き（
友
心
会
）

　
　
　
　

土つ
ち

田だ　

実み

来く（
永
剛
会
）

■
組
手
の
部（
高
学
年
）

優　

勝　

川か
わ

又ま
た　

亮
介（
友
心
会
）

準
優
勝　

江え

原は
ら　

武む
さ
し蔵（
友
心
会
）

第
３
位　

江え

原は
ら　

大や
ま
と和（
友
心
会
）

　
　
　
　

戸と

田だ　

悠ゆ
う

斗と
（
笠
間
支
部
）

団
体
戦

■
組
手
試
合

優　

勝　

友
心
会

第
16
回
茨
城
県
健
康
福
祉
祭
い
ば

ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
11
月
９
日　

笠
松
運
動
公
園
】

■
種　

目　

ク
ロ
ッ
ケ
ー

準
優
勝　

上
押
辺
長
寿
会

（
岩
間
地
区
）

　

柳
田　
　

昇
、
吉よ

し

沼ぬ
ま　

　

通

　

田た

口ぐ
ち　

三み
つ

夫お

、
古ふ

る

川か
わ　

　

剛

少
年
上
級

■
形
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

佐さ

さ々

木き

聡そ
う

真ま
（
笠
間
支
部
）

準
優
勝　

深ふ
か

谷や　

竣た
か

也や
（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

藤ふ
じ

田た　

颯は
や

人と
（
笠
間
支
部
）

■
形
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

稲い
な

田だ　
　

武（
友
心
会
）

準
優
勝　

郡ぐ
ん

司じ　
　

姫ひ
め（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

福ふ
く

田だ　

流
星（
笠
間
支
部
）

■
組
手
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

藤ふ
じ

田た　

颯は
や

人と
（
笠
間
支
部
）

準
優
勝　

北き
た

村む
ら　

昴こ
う

大だ
い（
友
心
会
）

第
３
位　

小お

川が
わ　

悠ゆ
う

樹き（
友
心
会
）

　
　
　
　

菅す
が

谷や　

斗と

夢む（
友
心
会
）

■
組
手
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

安あ

達だ
ち　

大だ
い

晟き（
永
剛
会
）

準
優
勝　

稲い
な

川が
わ　

真ま

帆ほ（
永
剛
会
）

第
３
位　

今い
ま

田だ　

拓ゆ
う

人と（
永
剛
会
）

　
　
　
　

郡ぐ
ん

司じ　
　

姫ひ
め（
笠
間
支
部
）

少
年
有
段

■
形
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

大お
お

高た
か　

優ゆ

依い
（
笠
間
支
部
）

準
優
勝　

武た
け

本も
と　

亜あ

未み（
友
心
会
）

第
３
位　

遠え
ん

藤ど
う

ま
ど
か（
永
剛
会
）

■
形
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

高た
か

橋は
し　

悠は
る

伽か（
永
剛
会
）

準
優
勝　

大お
お

高た
か　

真ま

希き
（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

戸と

田だ　

悠ゆ
う

斗と
（
笠
間
支
部
）

第
６
回
笠
間
市
民
剣
道
大
会

【
11
月
６
日　

岩
間
中
学
校
体
育

館
ほ
か
】

■
基
本
の
部

優　

勝　

根ね

本も
と　

美み

里さ
と（
岩
間
剣
友
会
）

準
優
勝　

佐さ

藤と
う

ま
り
な（
友
部
剣
友
会
）

第
３
位　

生い

駒こ
ま

た
ま
を（
岩
間
剣
友
会
）

　
　
　
　

丹た
ん

家げ　

彩あ
や

花か
（
岩
間
剣
友
会
）

■
小
学
低
学
年
の
部

優　

勝　

深ふ
か

作さ
く　

基
隆（
岩
間
剣
友
会
）

準
優
勝　

千ち

葉ば　

智と
も

裕ひ
ろ（
岩
間
剣
友
会
）

第
３
位　

金か
ね

子こ　

竜
也（
友
部
剣
友
会
）

　
　
　
　

野の

沢ざ
わ　

光こ
う

希き（
洗
心
館
）

■
小
学
高
学
年
男
子
の
部

優　

勝　

沢さ
わ

山や
ま　

大だ
い

典す
け（
友
部
剣
友
会
）

準
優
勝　

本ほ
ん

多だ　

崇た
か

浩ひ
ろ（
岩
間
剣
友
会
）

第
３
位　

中な
か

根ね

宗そ
う

太た

郎ろ
う（
洗
心
館
）

　
　
　
　

山や
ま

口ぐ
ち　

龍
馬（
直
心
館
）

■
小
学
高
学
年
女
子
の
部

優　

勝　

金か
ね

子こ　

千ち

夏な
つ（
友
部
剣
友
会
）

準
優
勝　

長は

谷せ

川が
わ　

希（
直
心
館
）

第
３
位　

三さ
ん

本ぼ
ん

松ま
つ

佑ゆ

紀き（
洗
心
館
）

■
中
学
男
子
の
部

優　

勝　

橋は
し

本も
と　

元も
と

樹き（
友
二
中
）

準
優
勝　

橋は
し

本も
と　

光こ
う

樹き（
友
二
中
）

第
３
位　

古ふ
る

川か
わ　

幹み
き

也や（
友
二
中
）

　
　
　
　

根ね

本も
と　

翔
太（
岩
間
中
）

■
中
学
女
子
の
部

優　

勝　

中な
か

谷た
に　

里り

菜な（
友
部
中
）

準
優
勝　

川か
わ

上か
み　

絢あ
や

香か（
友
部
中
）

第
３
位　

前ま
え

島じ
ま

奈な

緒お

子こ（
友
部
中
）

　
　
　
　

ア
ボ
ッ
ト　
ル
ー
ス
ヘ
レ
ン

（
友
部
中
）

第
40
回
菊
ま
つ
り
笠
間
市
空
手
道

選
手
権
大
会

【
10
月
30
日　

佐
城
小
学
校
体
育

館
】

少
年
初
級

■
形
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

関せ
き

谷や　
　

楓（
笠
間
支
部
）

準
優
勝　

佐さ

さ々

木き

彩あ
や

華か
（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

赤あ
か

津つ　

嘉か

一い
ち（
友
心
会
）

■
形
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

仁に

平へ
い　

璃り

稀き
（
稲
田
支
部
）

準
優
勝　

黒く
ろ

沢さ
わ　

茉ま

由ゆ
（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

楠く
す

原は
ら　

由ゆ

唯い（
友
心
会
）

■
組
手
の
部
（
低
学
年
）

優　

勝　

佐さ

さ々

木き

茉ま

優ひ
ろ（
稲
田
支
部
）

準
優
勝　

藤ふ
じ

田た　
　

凛り
ん（
笠
間
支
部
）

第
３
位　

関せ
き

谷や　
　

楓（
笠
間
支
部
）

　
　
　
　

菅す
が

谷や　

洋ひ
ろ

斗と（
友
心
会
）

■
組
手
の
部
（
高
学
年
）

優　

勝　

仁に

平へ
い　

璃り

稀き
（
稲
田
支
部
）

準
優
勝　

楠く
す

原は
ら　

由ゆ

唯い（
友
心
会
）

第
３
位　

保ほ

科し
な

奈な

津つ

葵み（
永
剛
会
）

　
　
　
　

佐さ

さ々

木き

千ち

智さ
と（
稲
田
支
部
）

り
ょ
う
ま

り
ょ
う
や

き
り
ゅ
う

か
え
で

か
え
で

し
ょ
う
た

や
な
ぎ
だ　
　
　

 

の
ぼ
る

た
け
し

と
お
る　

の
ぞ
み

上段左　柳田昇さん、右　吉沼　通さん
下段左　古川剛さん、右　田口三夫さん

た
け
る

り
ょ
う
す
け

り
ゅ
う
せ
い
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講師を務めたのは笠間市食生活改善推進協議会の皆さん

　藤枝貞雄さん　　　土岐光子さん　　　田久保さん親子

キヤノンモールド㈱取締役の渡邉さん　楽農工房代表の鈴木さん左：寺沢希美さん　右：河内恵理子さん

よい歯のコンクールで
優秀賞を受賞

パパと子の料理教室を開催

ハーモニー功労賞を受賞豊かな音楽体験を今ここに♪

　生涯を通じた歯と口の健康づくりを目指した
「8020・6424運動」の一環として開催されたコ
ンクールで当市の方々が受賞され、11月13日に
開かれた第20回茨城県民歯科保健大会（主催：
茨城県・茨城県歯科医師会）で表彰式が行われ
ました。
　第20回8020はつらつライフ高齢者よい歯のコ
ンクールの部で、藤枝貞雄さん（81歳）と土岐
光子さん（80歳）が優秀賞を受賞しました。
　また、第４回父と子のよい歯のコンクールの
部で、田久保信之さん・涼介君（４歳）親子が
優秀賞を受賞しました。

　子どもとのふれあいを通じて料理づくりの楽
しさを感じてもらおうと、11月27日、小学生と
父親による料理教室が行われました。献立は、
カレー風味のハンバーグ、卵わかめスープ、お
むすび。普段、あまり台所に立たないお父さんも、
この日は指導を受けながら子どもと一緒に料理
作りに挑戦していました。
　参加者は、「家に帰って子どもと一緒に作って
みたい」、「とても楽しかった。苦手な野菜も今
日は食べられた」と話していました。家族で協
力し合って作り上げる楽しさ、お互いを支えあ
うことのできる家庭づくりの大切さを改めて考
える一日となりました。

　11月25日、ホテルレイクビュー水戸において
平成23年度ハーモニー功労賞の受賞式が行われ
ました。これは、新しい分野にチャレンジして
いる女性、地域の中で公益的な活動を行い女性
の地位向上などに寄与した団体、仕事と家庭の
両立支援などに取り組んでいる事業者を表彰す
るものです。
　笠間市からは、地元産の材料を使ったジャム
の加工販売や食育活動など、地域農産物への理
解促進に取り組んでいる笠間クラインガルテン
「楽農工房」、男女の格差解消、セクハラやパワ
ハラの相談窓口の設置、マタニティー休業制度
など、働きやすい職場づくりに取り組んでいる、
キヤノンモールド株式会社が表彰を受けました。

　12月２日、笠間中学校と東中学校で青少年育
成笠間地区市民会議（会長　中根勝吉さん）に
よる音楽鑑賞教室が開催されました。
　同会議は青少年の健全育成を目的として活動
しており、音楽鑑賞教室は昨年2月の南中学校、
稲田中学校に続いての開催でした。
　演奏は寺沢希美さん（ヴァイオリン）と河内
恵理子さん（ピアノ）。「愛のあいさつ」やオリ
ジナル曲の「ブルーオーシャン」など７曲を演
奏し「好きな音楽を見つけて幸せな毎日を」と
メッセージを送りました。

ふじえだ さだ  お と　 き

みつ こ

た 　く　 ぼ  のぶ ゆき りょうすけ

てらさわ のぞ み

なか  ね   かつよし

かわち

え　 り　 こ



まちの

話題
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鍛え抜かれた華麗な演技を披露

山口市長（左）に寄附金を
手渡す山城組合長（右）

スワンバレエ研究所復興支援
チャリティーバレエパフォーマンス

安全・安心のまちづくり活動への
寄附金ありがとうございます

　12月４日、笠間公民館で、スワンバレエ研究
所主催の復興支援チャリティーバレエパフォー
マンスが、同研究所の第31回発表会として開催
されました。
　第一部（子どもの部）と第二部（大人の部）
で行われ、創作バレエやくるみ割り人形、祈り
の詩と題する震災後にバレエができるありがた
さなどをつづった作文の朗読などが行われ、会
場は立ち見が出るほどの大盛況でした。
　当日設置されたチャリティーボックスへの寄
付金は茨城県と笠間市の復興に役立てられます。

　11月15日、笠間遊技場組合様より20万円の寄
附をいただきました。
　「安全・安心のまちづくり寄附金」として地域
の防犯、防災、交通安全等の活動に活用します。
今年度は、防犯活動に使用する誘導棒（LED）
135本を購入する予定です。

第６回上加賀田盆栽山野草展

地域の防犯活動に尽力 6名の
防犯連絡員が表彰されました

　11月12・13日、上加賀田公民館で、しらさぎ
会（会長　村澤敦さん）主催の上加賀田盆栽山
野草展が開催されました。
　地域住民の交流と親睦を目的として毎年春と
秋に開催されているもので、今回で６回目。約
30名の方から丹精を込めた盆栽や山野草が約
110点出品展示されました。

　第33回地域安全茨城県民大会が茨城県庁で開
催され、笠間市防犯連絡員の伊藤國男さん（市
野谷）が地域安全功労者として、また、三村拓
次郎さん（下市毛）、海老澤惇さん（下市毛）、
大関久義さん（下郷）、田中敬一さん（平町）、
郡司松男さん（東平）の５名の方が、優良防犯
連絡員として表彰を受けました。

左から、三村拓次郎さん、大関久義さん、伊藤國男さん、
海老澤惇さん、田中敬一さんしらさぎ会の皆さん

い  とう くに  お

み  むら たく

じ　ろう え　 び  さわじゅん

おおぜきひさよし た  なか けい いち

ぐん  じ  まつ  お

むらさわあつし



国際交流サロン

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

14平成24年　広報かさま1月号

「世界のランキング　１・２・３」
世界３大サーカスランキング  

１位　木下大サーカス（日本　本部は岡山市）
　 　　大興行師・木下唯助が明治３５年に創始、海外公演も行っている
２位　ボリショイサーカス（ロシア　各国に現地法人を置く）
　 　　団員8000人、動物3000頭、常設仮設70の劇場を有すロシア連邦サーカス公団
３位　リングリングサーカス（アメリカ　興行列車で本部は常に移動）
　 　　リングリング兄弟が1907年から国内のサーカスを買収。米国の実演興行界をリード

サーカスの歴史：古代エジプトの人と動物の曲芸が原形、
語源は｢円形競技場｣（キルクス）

　１月の「世界のランキング　１・２・３」は世界３大
サーカスランキングです。さあ、世界のことを知って交流
を始めましょう。

世界の料理教室「ペルー料理」参加者
募集
　笠間市国際交流協会では、ペルー出身のアラカ
キ・マリアさんを講師に招いて、母国のペルー料理
のレシピを紹介していただき、調理して会食しま
す。
　ペルーの世界遺産「マチュピチュ」の歴史やペ
ルー特産の野菜のルーツ等、ペルーのお話と共に、
食文化を通じた国際理解に参加してみませんか。
　参加費：800円（材料費）　先着順20名

レバノン国ナショナルデー（11月29日）にてレバノン
大使ご夫妻とともに

　

先
の
震
災
で
は
、
皆
さ
ん
大
変
な

思
い
を
し
た
一
方
で
、
互
い
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で

最
近
す
っ
か
り
身
近
に
な
っ
た
サ

ポ
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
ご
存

じ
で
す
か
。

　

サ
ポ
ー
ト
と
は
、
支
援
、
援
助
を

意
味
す
る
言
葉
で
、
人
と
人
と
が
関

わ
る
こ
と
で
生
ま
れ
ま
す
。
サ
ポ
ー

ト
に
は
、
①
気
持
ち
を
聞
く
、
共
感

す
る
、
励
ま
す
、
と
い
っ
た
相
手
の

気
持
ち
へ
の
支
援
を
指
す
「
情
緒
的

サ
ポ
ー
ト
」
、
②
具
体
的
な
対
処
法

や
知
識
を
教
え
る
、
と
い
っ
た
情
報

提
供
の
支
援
を
指
す
「
情
報
的
サ

ポ
ー
ト
」
、
③
生
活
費
を
送
る
、
病

気
の
介
護
を
す
る
、
と
い
っ
た
現
実

問
題
へ
の
具
体
的
支
援
を
指
す
「
現

実
的
サ
ポ
ー
ト
」
、
の
３
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
大
規
模
疫
学
研
究
に

よ
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
の
多
い
人
ほ
ど

10
年
後
に
心
筋
梗
塞
や
精
神
障
害
の

発
症
率
が
低
く
、
自
分
が
幸
福
だ
と

感
じ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
サ
ポ
ー
ト
は
、
私
た

ち
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
健
康
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
は
、
自
分
の
悩
み
を
話

し
、
援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
始
ま
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
多
く
の
男
性

は
、
「
男
は
我
慢
」
な
ど
と
自
分
の

気
持
ち
を
話
さ
な
い
よ
う
社
会
的
に

し
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
な
か
な

か
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
ず
、
１
人
で

悩
み
を
抱
え
込
み
、
具
合
を
悪
く
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ご
家
族
は
、
互
い
の
関
係
を
変

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
遣
う
あ
ま

り
、
悩
み
が
あ
っ
て
も
あ
え
て
気
持

ち
を
話
さ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
、
弟
さ

ん
、
息
子
さ
ん
に
、
時
々
「
元
気

か
？
」
と
声
を
か
け
て
悩
み
を
き
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
表
む
き
は
面

倒
く
さ
い
よ
う
な
返
事
を
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
遣
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
感
覚
だ
け
で
、
そ
れ

は
気
持
ち
へ
の
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
に

な
る
の
で
す
。

笠
間
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

〜
サ
ポ
ー
ト
の
大
切
さ
〜

「
笠
間
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」
事
務
局

（
筑
波
大
学
精
神
神
経
科
グ
ル
ー
プ

太
刀
川
研
究
室
内
）

E-m
ail

：kasam
a-genki@

　
　
　　

tsukuba-psychiathy.com

２月の国際交流情報
☆２月５日（日）
　世界の料理教室　アラカキ・マリアさんの「ペルー料理」
　会場：岩間公民館　調理室
　時間：午前11時～午後2時
☆日本語教室（友部公民館　午前10時～）
　２月４日（土）、11日（土）、18日（土）　

こ
こ
ろ
の
健
康
コ
ラ
ム
⑷
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情報カレンダー ▶▶▶▶　　February　◀◀◀◀2
日付 行　　事

１ 水

かさまの陶雛～桃宴～（３月３日まで）
　（笠間観光協会 ☎ 0296-72-9222）
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

２ 木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

３ 金 笠間初午いなり寿司まつり　笠間稲荷神社付近
（4日まで）（商工観光課 内線516）

４ 土

５ 日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

６ 月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

７ 火
窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
特設無料人権相談所
　市民センターいわま法務10:00～15:00

８ 水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

９ 木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

10金

11土 建国記念の日

12日
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
普通救命講習会
　9:00～12:00市民センターいわま消本
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場

13月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

14火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10:00～16:00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～16:00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

日付 行　　事

15水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
行政書士無料相談会　笠間市役所本所１階ロビー
　13:00～16:00(秘書課 内線 227)
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

16木
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30
子育てサロン9:00～11:30みなみ公民館
　（更生保護女性会 甲斐邦子 ☎ 0296-72-1477）

17金

18土

19日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

20月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

21火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

22水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
行政相談友公14:00～16:00(秘書課 内線 227)
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

23木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

24金

25土

26日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

27月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

28火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

29水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
夢いっぱいクラブ ともべ保 9:30～11:30

テレフォンサービス（☎0296-77-9711）
1月12日～21日　福祉情報「第一火曜日の会ってどんな会？」
1月22日～31日　民話「うぐいす長者」
2月　1日～10日　作文「心の声」

電 話 番 号 一 覧
ともべ保 ともべ保育所
はいこいの家はなさか
笠公笠間公民館
友公友部公民館
岩公岩間公民館
笠保笠間保健センター
友保友部保健センター
岩保岩間保健センター
市セ市民センターいわま

法務水戸地方法務局
消本笠間市消防本部

0296-77-6105
0296-77-5110
0296-72-2100
0296-77-7533
0299-45-2080
0296-72-7711
0296-77-9145
0299-45-7888
0299-37-6611
0296-77-1101
029-227-9919
0296-73-0119

※ 平日夜間19:00～22:00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療を
行っています。

※当番医は変更になる場合
がありますので、確認の
上、診療を受けてください。

2月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

11 土 あさひクリニック 0296-78-5011



市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

Life Long Learning35 （内線 383・385）
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　3月16日（金）～20日(火・祝)まで、笠間公民館を主会場とし
て、『第８回クールシュヴェール国際音楽アカデミーinかさま』
を開催します。
　今回は、コンサートを中心に実施します。期間中は、アカデミー
講師によるコンサートや過去のアカデミー受講生で現在活躍中の
若手アーティストによるコンサートな
どを開催します。
　また、アカデミーレッスンが中止と
なることから、市内・県内の小中学生
を対象としたピアノとヴァイオリンの
セミレッスンを充実させる予定です。
　アカデミー期間中に開催していた街
角ふれあいコンサートは、次の日程で
開催予定です。
　3月14日（水）午後７時～
　場所：市民センターいわま
　3月15日（木）午後７時～
　場所：パークスガーデンプレイス
　3月17日（土）午後１時～
　場所：笠間ショッピングセンターポ
　　　　レポレシティ
　詳しくは笠間市のホームページ等に
掲載しますので、ぜひ足をお運びくだ
さい。

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
日
本
も
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
政
治
、
経

済
、安
全
保
障
の
分
野
に
お
い
て
、

よ
り
一
層
の
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
と
国
、
都
市
と
都
市
、
国

際
交
流
の
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
人
と
人
と
の
対
話
か
ら
始
ま

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
こ
の
コ
ラ
ム
に
も
書
き

ま
し
た
が
笠
間
市
は
菊
ま
つ
り
が

縁
で
ド
イ
ツ
の
ラ
ー
市
と
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
フ
ラ
ン

ス
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
レ
バ
ノ
ン
各

国
の
在
日
大
使
と
交
流
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

先
般
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
館
を

訪
問
し
、
ア
ル
オ
タ
イ
ビ
大
使
と

面
会
し
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
笠

間
市
へ
来
訪
い
た
だ
く
予
定
が
あ

り
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り
延
期

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
ご
招

待
し
た
い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
後
、
原
油
５
０
０
万
バ

レ
ル
（
４
０
０
億
円
相
当
）
を
支

援
物
資
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社

へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
被
災
地
と
し
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

レ
バ
ノ
ン
大
使
か
ら
は
、
昨
年

11
月
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
に
ご
招

待
を
受
け
、
笠
間
市
国
際
交
流
協

会
の
方
と
一
緒
に
出
席
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
の
場
で
感
じ
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
持
つ
歴
史

や
文
化
、
国
家
に
対
し
て
の
誇
り

と
愛
着
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
日
本
国
民
も
国
家
に
対
す

る
誇
り
を
し
っ
か
り
と
持
つ
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

訪
問
す
る
各
大
使
館
の
方
々

は
、
一
つ
の
地
方
都
市
で
あ
る
笠

間
市
の
こ
と
を
良
く
理
解
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
市
行

政
レ
ベ
ル
の
交
流
か
ら
市
民
間
へ

の
交
流
へ
拡
大
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
外
国
の
方
々
と
の
交
流

で
、
一
番
必
要
性
を
感
じ
る
の
は

英
会
話
と
自
国
の
歴
史
を
覚
え
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か

ら
の
若
い
方
々
に
は
ぜ
ひ
、
日
常

会
話
程
度
の
英
語
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

第６回の街角ふれあいコンサート

アカデミー講師によるコンサート 家庭教育ブック 講話の様子

クエート大使館への表敬訪問
（11/29）

『第８回クールシュヴェール国際音楽
アカデミーinかさま』のお知らせ 　来年度、小学校に入学する児童の保護者を対

象に、就学時健康診断の際に「家庭教育」につ
いての講話を実施しました。
　市内14校の小学校において、社会教育指導
員や社会教育主事が講師となり、茨城県教育委
員会が作成をした「家庭教育ブック」を活用し
て行いました。
　子どもの人間形成には、保護者・家庭が大き
な影響を与えます。また、親が子どもの発達
段階に応じて家庭教育に関する学習を行うこと
は、極めて大切であるといえます。
　本市では、家庭教育力の向上をめざし、各幼
稚園、保育園、保育所、小・中学校において、
保護者を対象にした「家庭教育学級」を開設
し、継続した家庭教育の学習を行っています。

家庭教育力の向上をめざして



健康ホットライン 健康増進課（保健センター）

笠間のがんばる企業紹介37 　市内で活躍する企業を支援するために結成された「笠間市がん
ばる企業応援連絡会」。このコーナーでは、連絡会に加入してい
る企業を紹介します。
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今
回
は
福
田
地
区
に
あ
る
笠
間
東

工
業
団
地
内
の
土
地
約
２
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
売
買
契
約
を
平
成
23
年
12

月
13
日
に
締
結
し
、
来
年
度
に
工
場

操
業
を
予
定
し
て
い
る
ベ
ス
パ
ッ
ク

株
式
会
社
（
本
社
東
京
都
）
を
紹
介

し
ま
す
。
宮
沢
竜
央
代
表
取
締
役
社

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
笠
間
市
へ
の
立
地
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

き
っ
か
け
は
福
島
県
内
の
工
場
が

被
災
し
稼
動
が
停
止
し
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
新
潟
の
工
場
に
生
産
ラ
イ

ン
を
移
し
ま
し
た
が
そ
れ
だ
け
で
は

震
災
以
前
の
製
造
量
の
確
保
が
難
し

い
た
め
、

関
東
地
方

な
ど
の
お

客
様
に
対

応
で
き
る

こ
と
、
ま

た
高
速
・

鉄
道
等
交

通
の
便
が

良
い
こ
と

も
あ
り
笠

間
市
に
立

地
す
る
こ

と
を
決
め

ま
し
た
。

―
業
務
内
容
は
？

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
輸
液
バ
ッ

ク
な
ど
主
に
食
品
用
・
医
療
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
。
笠

間
市
に
建
設
す
る
工
場
は
関
東
工
場

と
し
て
の
位
置
付
け
で
、
関
東
地
方

を
は
じ
め
と
し
長
野
県
や
宮
城
県
な

ど
の
お
客
様
に
向
け
た
商
品
を
製
造

す
る
工
場
と
な
り
ま
す
。
現
在
工
場

は
新
潟
県
に
２
箇
所
あ
り
ま
す
が
、

関
東
工
場
は
食
品
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

製
造
す
る
工
場
と
し
て
操
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

―
社
長
の
経
営
方
針
や
モ
ッ
ト
ー

は
？

　

人
の
体
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
、

食
品
や
医
療
と
い
っ
た
商
品
を
製
造

す
る
企
業
と
し
て
、
安
全
性
お
よ

び
衛
生
性
を
最
優
先
に
考
え
て
い
ま

す
。
高
い
品
質
を
保
つ
た
め
に
、
工

場
で
の
商
品
製
造
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
内
で
徹
底
管
理
さ
れ
た
状
態
を
保

ち
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員

に
対
し
て
も
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

関
東
工
場

は
こ
れ
ら

の
点
に
配

慮
し
た

『
親
し
み

の
あ
る
工

場
』
と
な

る
よ
う
取

り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
ベ
ス
パ
ッ
ク
株
式
会
社
」

従
業
員
数
：
１
６
０
名

※
文
責
▽
笠
間
市
役
所
企
業
誘
致
推

進
室
（
内
線
２
１
４
）

新潟県長岡工場

フードパッケージ

　

肺
が
ん
は
、
日
本
人
の
が
ん
の
死

亡
数
の
内
、
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
肺
が
ん
発
症
の
最
大
の
原
因
は

た
ば
こ
で
あ
り
、
喫
煙
者
が
多
い
男

性
の
方
が
発
症
率
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
（
男
女
比
３
：
１
）
。
喫
煙
年

数
や
本
数
が
多
い
ほ
ど
、
肺
が
ん
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
受

動
喫
煙
に
よ
っ
て
も
肺
が
ん
の
リ
ス

ク
は
高
ま
り
、
非
喫
煙
者
で
も
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

肺
が
ん
の
初
期
に
は
目
立
つ
症
状

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
症

状
が
進
行
す
る
と
、
せ
き
や
血
た

ん
、
胸
痛
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
風

邪
の
症
状
と
区
別
が
付
き
に
く
く
、

症
状
が
長
引
く
よ
う
で
し
た
ら
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

胸
部
Ⅹ
線
検
査

　

エ
ッ
ク
ス
線
で
肺
全
体
を
撮
影

し
ま
す
。
肺
野
部
に
で
き
る
が
ん

の
発
見
に
適
し
て
い
ま
す
。

か
く
た
ん
検
査

　

た
ん
を
採
取
し
、
は
が
れ
落
ち

た
肺
が
ん
の
細
胞
が
混
じ
っ
て
い

る
か
を
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。
肺

門
部
に
で
き
る
が
ん
の
発
見
に
適

し
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
最
大
の
原
因
と
な
る
た

ば
こ
・
喫
煙
習
慣
の
あ
る
方
は
禁
煙

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
．
禁
煙
開
始
日
を
決
め
る
。

２
．
自
分
の
禁
煙
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。

３
．
禁
煙
開
始
の
儀
式
を
行
う
。

周
囲
の
人
に
禁
煙
を
宣
言
す

る
、
灰
皿
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
喫

煙
具
を
処
分
す
る
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
を
洗
濯
し
て
タ
バ
コ
の
匂

い
を
消
す
な
ど
。

４
．
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
…

　
　

生
活
を
工
夫
し
よ
う
！

・
禁
煙
外
来
を
受
診
し
、
ニ
コ
チ

ン
パ
ッ
チ
な
ど
の
禁
煙
補
助
薬

を
活
用
す
る
。

・
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
お
茶
や

水
を
飲
む
、
歯
を
磨
く
な
ど
別

の
行
動
で
気
を
紛
ら
し
、
吸
い

た
い
気
持
ち
を
コ
ン
ロ
ー
ル
す

る
。

・
た
ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま
い
が
ち

な
お
酒
の
席
は
、
禁
煙
を
始
め

て
２
週
間
は
避
け
る
の
が
賢
明

で
す
。
他
に
も
喫
煙
コ
ー
ナ
ー

な
ど
た
ば
こ
の
煙
が
多
い
場
所

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　　

笠
間
市
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
肺

が
ん
リ
ス
ク
該
当
者
に
は
か
く
た
ん

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
に
１
度

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

が
ん
の
基
礎
知
識
シ
リ
ー
ズ
⑤

　 <

肺
が
ん>

〈
ど
ん
な
病
気
？
〉

〈
禁
煙
を
し
よ
う
！
〉

〈
症
状
は
？
〉

〈
検
査
方
法
は
？
〉

ベ
ス
パ
ッ
ク
株
式
会
社

ニコチン

ニコチン

ニコチン

ニコチン
ニコチン

ニコチン

ニコチン

み
や
ざ
わ 

た
つ 

お



こうみんかん こうみんかん
活動中です

笠間公民館　 ☎02
96-72-2100

友部公民館　 ☎02
96-77-7533

岩間公民館　 ☎02
99-45-2080
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笠間公民館の定期講座を
紹介します

友部公民館親子チャレンジ教室
「親子でケーキデコ」

岩間公民館では消しゴムはんこで
おもしろ絵手紙講座を行いました

　特に県内（筑波山にまつわる歌や常陸國風土
記等）の歌について、真剣に勉強中です。

　お菓子工場見学の後、親子で仲良くケーキの
デコレーションを体験しました。

　「オリジナルはんこで作るエコバッグ」を作
成中です。手作りはんこの模様で飾ったエコ
バッグは、持つのが楽しみな一品です。

　身体を動かすだけでなく、発声など誤
ご

嚥
えん

予防
の勉強もし、健康保持や介護予防等にも役立ち
ます。

歴史散歩Ｂ『万葉の旅』

シルバーリハビリ体操講座
「いきいきヘルスいっぱつ体操」

講義の様子 真剣に盛りつけをする参加者の皆さん

シルバーリハビリ体操講座の様子①

シルバーリハビリ体操講座の様子② 消しゴムはんこを作成中

完成したデコレーション
ケーキです。美味しそう
に盛りつけできました。



笠間図書館　☎ 0296-72-5046
友部図書館　☎ 0296-78-1200
岩間図書館　☎ 0299-45-2082

問合せ

書籍・CD・
DVD か んし よと

笠間図書館

友部図書館

岩間図書館
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　岩間図書館では、11月26日にリユースフェアを開
催しました。
　提供数：図書1,477冊　雑誌467冊
　225人の方がご利用くださいました。
　ご協力ありがとうございました。

　岩間図書館では、家庭菜園を楽しむ方に、資料や
情報を提供する展示や益子町で有機農法を実践して
いる方を講師に迎え、講演会を開催します。ぜひ、
ご来場ください。
農業・園芸関係資料展示
期間：１月27日（金）～３月28日（水）
場所：岩間図書館（市民センターいわま２階）
特別展示「作る喜び、食べる幸せ～農と食の資料展～」
期間：１月27日（金）～３月15日（木）
場所：市民センターいわま１階
講演会「自然の力で野菜を作る（仮）」
日時：２月26日（日）午前10時～11時30分
会場：岩間公民館 第２会議室
　　　（市民センターいわま３階）
講師：藤田　芳さん
参加費：無料
定員：60名程度
※申込みは不要です。
協力：土づくり運動推進
　　　協議会

　２月７日（火）修繕工事のため、笠間図書館が休
館となります。ご迷惑をおかけしますが、ご了承く
ださい。

　11月25日（金）、恒例の文学散歩が46名の参加
者により開催されました。今回は、足利市を訪ね、
足利学校と鑁阿寺（ばんなじ）、周辺の町並みなどを
見学しました。足利学校と寺の門前までは、足利市
観光協会の案内ボ
ランティアによ
る懇切丁寧な説明
などがあり、歴史
と文化の成り立ち
に皆興味深く耳
をかたむけて、
晩秋から初冬の一
日を過ごしました。

　友部図書館では、保存期間が経過して除籍した雑
誌や図書、寄贈図書の一部を利用者の皆さんに提供
する“リユースフェア”を開催します。
日時：2月4日（土）午前9：30～午後7：00
　　　2月5日（日）午前9：00～午後5：00
会場：友部図書館　2階視聴覚室
提供資料：図書等　　約3,000冊
　　　　　除籍雑誌　約1,500冊　
・開館９時とともに整理券を配布します。
・資料を持ち帰る袋をご用意ください。　

◆【友部図書館】文学散歩を開催しました

◆【岩間図書館】リユースフェアを開催しました

◆【岩間図書館】農と食の資料展および講演会を
開催します

◆【笠間図書館】臨時休館のお知らせ

◆【友部図書館】リユースフェアを開催します

◆おはなし会(0歳～４歳向け　午前11時～）
　２月02日（木）『まめのかぞえうた』ほか
　２月16日（木）『おいしいものたべたら』ほか
◆おはなし会(4歳～小学生向け　午後2時～)
　２月05日（日）『ねえとうさん』ほか
　２月12日（日）『わらしべ長者』ほか
　２月19日（日）『したきりすずめ』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　２月26日（日）『命のビザ』（115分）
◆ギャラリー
◇１月24日（火）～２月05日（日）
　「洋服展示（生徒作品）」SaLa洋裁教室
◇２月07日（火）～２月19日（日）
　「手あみ作品展示」あけみ毛糸店手あみ教室
◇２月21日（火）～３月04日（日）
　「バードカービング作品展示」バードカービング愛好会

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　２月03日（金）『さむがりやのゆきだるま』ほか
　２月17日（金）『わにわにのごちそう』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時30分）
　２月05日（日）『泣いた赤おに』ほか
　２月12日（日）『おかあさんおかあさんおかあさん…』ほか
　２月19日（日）『冬をおいだせ！』ほか
　２月26日（日）『まいてきっておいしい！ひなまつり』ほか
◆ビデオ上映会（午後２時～）
　２月18日（土）『殯の森』（97分）

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時30分～正午）
　　２月03日（金）『ごろんごゆきだるま』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　２月05日（日）『まめのかぞえうた』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　２月11日（土）『ちびゴリラのちびちび』ほか
◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　２月25日（土）来てのおたのしみ！

各館の
行事予定（2月）

もがり

ふじ た　　かんばし



1月21日㈯～3月3日㈯　月曜休
割烹千成1階ロビー　ご自由にごらん下さい。

＊ネオブライス、手作りドールハウスなど現代のものもあわせて展示。

ランチタイム…11:00～13:30
大好評！

＊ひなまつり開催期間限定・春のケーキ登場！
ミニサラダ・あら汁・ケーキ付

千成のひなまつり＆アンティーク
　ドール展

笠間市大田町１０８８－３
JR友部駅北口左折９００m

ご予約・お問合せは…☎０２９６‐７７‐２８００ 月曜休
寿司割烹 千成　

養神館合氣道共鳴会

〒319-0209 茨城県笠間市泉2270－1　TEL:0299-37-9200

『和の武道』『合氣即生活』と言われる合氣道は実
生活でもとても有効に活用することが出来ます。
護身、精神鍛錬、礼儀作法、健康、美容維持等を
お求めの方々、ぜひ一度お立ち寄り下さい。

会員募集中 見学・体験随時 お気軽に
お電話下さい。

稽古日： 毎週月・火曜日　19:00～20:30
〈㈲ゼブラ・ゾーン内〉
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場所

▲

笠間市橋爪地内
（いこいの家はなさかの隣接地）
面積

▲

１区画30㎡
使用料

▲

年間10,000円
（１区画当たり）
使用期間

▲

平成24年4月～平成25
年3月までの１年間（契約更新可）
申込方法

▲

所定の使用申請書および
アンケートを農政課まで提出してくだ
さい。申請書およびアンケートは、市
ホームページからもダウンロードで
きます。なお、申込みは先着順としま
す。
申・問農政課（内線523・524）

平成24年度　県民交通災害
共済の加入者を募集
　県民交通災害共済は、加入した方
（会員）が交通事故によって受けた災
害に対して、共済見舞金等を給付す
る制度です。笠間市に住民登録をし
ている方はどなたでも加入できます。
年会費

▲

大人900円
中学生以下500円
共済期間

▲

平成24年4月1日（4月
1日以降の加入は、申込みの翌日）
～平成25年3月31日
対象事故

▲

国内の道路上を運行中の
自動車、オートバイ、自転車などの
交通事故
受付開始

▲

2月1日㈬
申込方法

▲

本所・各支所に加入申込
書がありますので、お住まいの地区
でお申し込みください。（平成24年
1月1日現在の住民登録地）
※加入申込書の送付はしません。

申・問市民活動課（内線135）
笠間支所地域課（内線72114）
岩間支所地域課（内線73115）

石岡一高定時制
成人特例入学者募集
　定時制課程の入学者選抜方法の一
つに、成人特例選抜制度があります。
いろいろな事情で高校へ入らなかっ
たり、卒業しなかったりした成人の
方を対象に設けられた制度です。
　学力検査は行わず、調査書、面接、
作文で選抜します。
応募資格

▲

①県内に在住・在勤の方
で、中学校またはこれに準ずる学校
を卒業している方。②平成24年4
月1日現在で満20歳以上の方。
定員

▲

40名（一般入学、成人特例
入学を合わせて）
願書提出期間

▲
2月2日㈭・3日㈮・6日㈪

選抜期日
▲

3月6日㈫
問茨城県立石岡第一高等学校定時制
℡0299-22-4135

　ひたちなか市の早春の風物詩、第
60回勝田全国マラソン大会開催に
伴い、１月29日㈰は、ひたちなか
市内および東海村一部にて大幅な交

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（11月28日）
【施設モニタリング】
　環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリング・モニタリング
結果の住民公表・排ガスの維持管理・浸出水の放流の９月・10月分の監視項目に係る資料の提
出を求め、その資料に基づき維持管理状況の報告を受けた。
①最終処分場の浸出水処理水については、すべての項目で下水道の排除基準値を下回った。
②地下水の定期モニタリングについて、地下水集排水管水はすべての項目で環境基準値を下
回った。また、４箇所あるモニタリング井戸のうち、２箇所で鉄とマンガンが環境基準値ま
たは水道水質基準値を超えていたが、過去のデータと比較して大きな変動はなかった。

③防災調整池からの雨水等放流水については、すべての項目で排水基準値を下回った。
④溶融処理施設の排ガス常時監視については、最大値で塩化水素、窒素酸化物、一酸化炭素で
自主管理基準値を超えた日があったが、法定基準値はすべての項目で満足した。

【次回の監視活動】　搬入車両等対策について実施。

「第60回勝田全国マラソン
大会」の開催に伴う交通規
制について

(ひたちなか市）

となりのまちから

通規制が実施されます。特に会場と
なるひたちなか市石川運動ひろば周
辺と勝田駅から国道245号につな
がる昭和通りは終日交通規制となり
ます。また国道245号線では、午
前10時30分～正午までは、東海
村・日立市方面が交通規制となりま
す。近隣の住民の方、そして、ドラ
イバーの方々には大変ご迷惑をおか
けしますが、ご協力をお願いします。
問ひたちなか市生涯学習課内　
勝田全国マラソン大会事務局
℡029-262-5615

日時

▲

2月5日㈰
場所

▲

大洗サンビーチ
参加資格

▲

健康で走ることが好きな
方（参加費無料）
申込期限

▲

1月23日㈪必着
参加方法

▲

大洗町生涯学習課へ直接
お申し込みください。
※FAX可。FAX029-267-1051
※大会申込書は、大洗町ホームペー
ジからダウンロードできます。
種目

▲

親子の部（小学1年以下、小
学２・３年）、小学の部（男女学年
別４・５・６年）、中学の部（男子・
女子）、高校の部（男子・女子）、一
般の部（男子・女子）、壮年の部（４０
歳以上・男女混合）
問大洗町役場　生涯学習課
℡029-267-0230
HP：http://www.town.oarai.lg.jp/

第29回大洗マラソン
サンビーチ・マイルレース

(大洗町）

1月の納税等

市県民税　　　　　　（４期分）
国民健康保険税　　　（８期分）
後期高齢者医療保険料（７期分）

※納税には、簡単で
便利な口座振替をご
利用ください。

納期限：１月31日㈫
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Information 情報コーナー 申は申込み先、問は問合せ先です。

問第10回全国藩校サミットin水戸
実行委員会事務局
水戸市教育委員会事務局文化課内
℡029-240-5890

人権教育講演会のお知らせ
日時

▲

2月25日㈯開場午後1時　
開演午後1時30分
場所

▲

笠間公民館　大ホール
演題

▲

答えはYes！～子どもへ、
そして大人へ「生きる力」を伝えた
い～
講師

▲

中島 啓江さん（オペラ歌手）
参加費

▲

無料
定員

▲

450名※先着順
申込方法

▲

①電話の場合／茨城県
人権啓発推進センター（029-301-
3136）にお電話ください。
＊平日（月～金）午前9時～午後5時
②ＦＡＸ、はがき、メールの場合／
郵便番号、住所、氏名、参加人数、電
話番号を明記の上、茨城県人権啓発
推進センターにお申し込みください。
申・問茨城県人権啓発推進センター
〒310-8555水戸市笠原町978番6
℡029-301-3136
FAX029-301-3138
E-Mail:koso5@pref.ibaraki.lg.jp
社会福祉課（内線157）
生涯学習課（内線384）

認知症介護講座開催します
　認知症介護指導者による講義や、
認知症の事例を寸劇で紹介します。
また、認知症介護に関する詩の朗読
も行います。認知症介護に関心のあ
る方はぜひご参加ください。
日程と会場

▲

①2月18日㈯午後2時
30分～4時／会場「笠間公民館」
②3月10日㈯午後2時30分～4時
／会場「友部公民館」　
※事前申込みの必要はありませんの
で、当日ご自由においでください。
参加費

▲

無料
※参加した方全員にクリアホルダー
を贈呈します。
問ケアハウスかさま　北村
〒309-1613　笠間市石井甲32-1

案 内

募 集

なかじま けい こ

甲種防火管理再講習を開催し
ます
日時

▲

2月17日㈮午後1時30分～
場所

▲

笠間市消防本部３階多目的ホール
受付期間

▲

1月16日㈪～27日㈮
受付場所

▲

消防本部予防課・笠間消
防署・友部消防署・岩間消防署
テキスト代

▲

1,500円
定員

▲

50名※先着順
申・問消防本部予防課　
℡0296-72-0874

『第10回全国藩校サミットin
水戸』が開催されます
　全国藩校サミットとは、藩校教育
の伝統と精神を見つめ直し現代へ受
け継ぐことを目的に、毎年全国の藩
校所在都市で開催されています。本
年度は、世界遺産登録を目指す弘道
館や偕楽園のある水戸市で開催され
ます。
日時

▲

2月18日㈯
午後１時～４時30分
場所

▲

水戸芸術館コンサートホール・
ACM劇場（水戸市五軒町１－６－８）
参加費

▲

無料
記念講演会

▲
漢字文化と藩校教育に

関する講演
素読発表

▲

「弘道館記」（一般参加
者による発表）、「偕楽園記」（小学
生による発表）の素読
※同時開催 「水戸藩！味な城下町ま
つり」
○旧水戸藩領内の自治体が、自慢の
料理や特産品・地酒などを提供販売
します。
時間

▲

午前9時30分～午後3時（雨
天決行）
場所

▲

水戸芸術館広場

市民農園「生き活き菜園
はなさか」利用者を募集
　市民農園「生き活き菜園　はなさ
か」では、平成24年度の利用者を
募集します。素晴らしい眺めの中で、
家族や仲間とふれあいながら、農園
ライフを楽しんでみませんか？
　施設内には、無料で使用できる農
具のほか、トイレや休憩施設、水道、
駐車場、広場があります。また、初
心者でも安心して野菜づくりができ
るように、専門の講師による講習会
（参加費無料）が毎週行われます。
なお、農園内の野菜づくりは無農薬
栽培となります。
募集期間

▲

1月11日㈬～31日㈫
対象者

▲

農業を営んでいない方

℡ 0296-70-1100

下請中小企業震災復興特別商
談会を開催します
　東日本大震災による被災地の経済
活動の速やかな復興を図るため、被
災地域の下請中小企業の迅速な再建
を目指して、中小企業庁では、次の
商談会を開催します。
日時

▲

3月14日㈬午後1時～5時
30分
場所

▲

ホテルメトロポリタン盛岡ニ
ューウイング（岩手県盛岡市盛岡駅
前北通2-27）
参加資格

▲

青森県・岩手県・宮城県・
福島県・茨城県・栃木県・千葉県に
工場等を有する下請中小企業
申込期限

▲

2月9日㈭※先着順
申込方法

▲

所定の申込書をFAXまた
はメールで事務局へ送付するか、イ
ンターネットからも申込みできます。
詳細は次へお問い合わせください。
問下請中小企業震災復興特別商談会
開催事務局（財団法人全国中小企業
取引振興協会内）
℡03-5541-6688



（財）合気会
茨城支部道場

市民力
笠
ふるさと

間に生きる人たちシリーズ67

かさま
このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡下さい。

和合の精神を尊びながら
道を究める修行

稽古の様子

市民憲章全国大会笠間大会での演武

岩間合気道スポーツ少年団の演武

茨城支部道場の皆さん

～中学校授業での
　武道必修化を控えて～

（総務部長）稲垣繁實さ
んよ

り

　合気会では文部科学省と共
催で、学校合気道実技指導者
講習会を平成18年度から毎
年行っています。中学校の保
健体育における武道の必修化
を来年度に控え、笠間市でも
多くの教員が受講しました。
すでに授業に取り入れている
笠間市立稲田中学校では、平
成22年度の3学期に1年生45
名が合気道の授業を10時間
行いました。生徒への学習の
指示は普段の授業を指導して
いる保健体育科教員が行い、
外部指導者として茨城支部道
場が協力し、技術面、礼法や
合気道に取り組む心構えを指
導しました。
 今後、全国各地の現場で合
気道を指導できる教員が増え
れば、より多くの学校で合気
道の授業化が促進されるでは
ないかと期待しています。

　合気道は植芝盛平翁
（1883～1969）の創始に
よる精神性の強い武道で
す。精神的荒廃の進む現代
社会の立て直しには最も適
した武道といっても過言で
はありません。
　開祖植芝盛平翁は、昭和
17年に東京牛込から旧岩
間町に移り住み、武農一如
の生活を通し現代合気道を
完成させました。笠間市吉
岡には、昭和18年に建設
された世界に一つしかない
合気神社があり、昭和20
年に完成した道場がありま
す。今では世界各国から修
行者が絶えず訪れており、
合気道の聖地と言われてい
ます。
　茨城支部道場では中学生
から74歳の方まで、男女
の区別なく、楽しく稽古を
しています。
《問合せ》
稲垣繁實  0299(45)2085

代表者　植芝　守央
設　立　昭和20年
会　員　285名
　　　　（平成23年12月現在）

うえしば　　 もりてる

うえ  しば  もり へい

ぶ  のう いち にょ
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●応募資格
①笠間市近郊にお住まいの満18歳以上（平成24年４月１
日現在）の方
※未婚・既婚および性別を問いません。ただし、高等学
校在籍者は除きます。

②笠間市の観光行事に積極的に取り組んでくれる方
③明るく健康的な方
※他のミス・キャンペーンガールとして活躍中の方で、
任期が重複する方は除きます。

●募集人数
　２名程度
●任　　期
　平成24年４月１日～平成26年３月31日まで（２年間）
●勤　　務
　年間を通し市の指定した日
　（年間約40日程度：土日・祝日が主）
●勤務内容
　市の観光イベントや県内外での観光キャンペーン等（ＰＲ）
●服　　装
　夏・冬服一式を支給（終了後進呈）
●手　　当
　日当10,000円（税、交通費等含）※半日の場合は5,000円
●副　　賞
　100,000円相当の旅行券
　※定められた勤務期間（日数）終了後進呈

●申込方法
　応募用紙（募集チ
ラシ裏面）に必要事
項を記入の上、写真
２枚（３か月以内に
撮影した全身・上半
身）を添付し、郵送
または持参してくだ
さい。（写真等は、返
却出来ませんのでご
了承ください。）
※応募用紙は笠間市のホームページからもダウンロード
　できます。

●募集期限
　２月３日（金）必着
●審査方法
◆第１次審査：書類審査
　（選出者には、２月７日に通知発送予定）
◆第２次審査：面接による審査
　日時▷２月18日（土）午前10時～
　場所▷笠間市役所 ２階中会議室
※審査結果は、後日、本人あてに直接通知します。

申込み・問合せ
　〒309－1792　笠間市中央三丁目２番１号
　商工観光課「かさま観光大使募集」係　内線511

笠間のまつりにて

笠間市では、年間を通した市の観光イベント
や県内外の観光キャンペーン等で活躍してく
ださる方を募集します。
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学
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で
は
、

11
月
24
日
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
国

語
科
を
利
用
し
て
、
出
前
授
業
に
よ
る
環

境
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
脚
本

家
・
倉く

ら

本も
と

聰そ
う

氏
が
主
宰
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾
の
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
当
日

は
同
塾
の
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
齋さ

い

藤と
う

典の
り

世よ

さ
ん
が
東
中
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

授
業
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部

「
地
球
と
は
」
で
は
、
地
球
が
教
室
ぐ
ら

い
の
大
き
さ
の
ガ
ラ
ス
に
囲
ま
れ
た
空
間

と
仮
定
し
、
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間
が
で
き
る
だ
け
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く
生
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け
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く
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に
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な
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の
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何
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ル
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に
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発
表
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ま
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た
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発
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と
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さ
れ
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で
こ
れ
ら

の
循
環
が
う
ま
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で
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」
と
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ま
し
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複
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境
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す
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理
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る
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第
２
部
「
生
物
と
は
」
で
は
、
１
億
年

を
１
ｍ
と
し
た
46
ｍ
の
メ
ジ
ャ
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を
使
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、
46
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の
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た
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や
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に
つ
い
て
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強
し
ま

し
た
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齋
藤
さ
ん
は
「
人
間
以
外
の
生
物

は
環
境
に
合
わ
せ
て
進
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し
て
き
た
が
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人
間
は
ほ
ん
の
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い
時
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で
環
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壊

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
環
境
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大
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だ
け
の
問
題
で
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く
、
み
ん
な
の
未

来
の
問
題
で
あ
る
」
と
説
明
し
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
し
っ
か
り

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
生
徒

に
語
り
か
け
ま
し
た
。

出
前
授
業

環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

グループでの話し合いを見守る齋藤さん

発表の様子



食生活改善推進員が紹介する かさま食彩毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

かさまぽけっとアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/lifeevent.php?code=1　　問合せ：子ども福祉課（内線163）
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この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
　お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「笠間」は書家：
関紫芳さんよりご協力いただ
いたものです。

再生紙を使用してい
ます。

○市ホームページモバイル
版では、行政･災害などの
さまざまな情報をお届け
しています。

　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

●人　口 78,774人（-36人）
　　　男 38,592人（-19人） 
　　　女 40,182人（-17人） 
●世帯数 28,112世帯（＋11世帯）
●11月の出生者数　49人

人口と世帯数　（常住人口 12.1 現在）

具だくさん根菜汁

食改さんのおすすめ献立 具がたっぷりの汁物は副菜として
主食・主菜と組み合わせましょう

材料（４人分）
大根（いちょう切り） …………………………………… 100g
人参（いちょう切り） ……………………………………… 30g
ごぼう（ささがきにして水にさらす） …………………… 30g
里芋（乱切り） …………………………………………… 100g
豆腐（さいの目切り） …………………………………… 200g
白菜（ざく切り） …………………………………………… 2枚
こんにゃく（ちぎって下茹でしておく） …………… １／２枚 

作り方　
❶鍋に油をひき、切った野菜（あさつき以外）とこんにゃく
を炒める。

❷だし汁を加えて煮る。沸騰してきたら火を弱めアクを取り
ながら煮る。

❸材料が柔らかくなったらしょうゆを入れる。豆腐を入れ、
豆腐に火が通ったら火を止める。

❹器に盛り、あさつきを散らす。

油…………………大さじ1
だし汁…………… 500cc

しょうゆ…………大さじ2
あさつき（小口切り） 10ｇ    

栄養成分（１人分）
エネルギー137kcal，たんぱく質5.5g ，脂質8.2g，塩分1.4g

34

子育て支援センター2月の行事のご案内
『子育て支援センター』では、育児に役立つ講座や季節感のある楽し
い催しを企画していますので、気軽にお越しください。（参加費無料）
日　時 会　　　　場 行　事　内　容
2/3（金）
11:30～ 12:00

「くりのこ」
市民センターいわま１階

絵本・紙芝居読み聞かせ・
手遊び・うた遊びなど

2/13（月）
14:30～ 15:30

「くりのこ」
市民センターいわま１階

赤ちゃんと話してみませんか？
～ファーストサイン講座～

2/21（火）
10:00～ 11:00

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟 保健相談

2/22（水）
10:30～ 11:30

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟 栄養相談

2/23（木）
10:30～ 11:30

「みつばち」
笠間ショッピングセンターポレポレ２階

食べることって大事だね
（管理栄養士による食育講座）

2/28（火）
10:00～ 11:00

「そだちの和」
みか保育園敷地内別棟

ひな人形作り
（要予約・10組限定）
TEL0296-77-7999

副々菜：かぶとキャベツの浅漬主食：ご飯

主菜：さばの味噌煮

　　歯みがきシュッシュ！きれいな歯（11/29みつばち）

副菜：今月のレシピ


